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名 前 

化学組成 

色 

TANZANITE （タンザナイト）／タンザナイト 

Ca2AI3(Si207)(5i04)O(OH)※徴量のバナジウムを含む 

青紫色 

蛍 光 

条 痕 

男 開 

断 ロ 

硬 度 

比 重 

なし 

薄灰色 

完全 

不規則 

熱鱗覇胃譲急灘舞に嚢麟 
I至『‘嚇二貰ど」を牟き略】春g、各・とAご一多つ 

麟麟羅懇 
ケイ酸塩鉱物 

溝読雄で三無可子」こJい端護i累こ・ぎ鰍購週 

~麟 
議麟麟き、ら麟選無1喝 

タンザナイト 
雄i-\iNi I王 ． A 

力ルシウム、アルミニウム、 

酸素、ケイ素、水素のほかに、 

微量のバナジウムを含む。 
か
た
い
 

や
わ
ら
か
い
 

言 B3 .2 - 3 .4 軽
い
 

包有物を含むタン 

ザナイトの結晶。 

「タンザナイト」とい 

う名称は、青紫色をし 

た灰れん石の宝石名と 

して用いられる。 

ビo 】 

素焼きの陶板にこすり 

男開は完全で、ハン つけると薄い灰色の条 

マーでたたくと不規 痕が残る。 

則な断口を示す。 

多色性を持ち、熱 

すると色が濃くな 

る性質を持つ。 



雌~鋤鵬 ,第鰍議‘〒爵、球・‘虞f熱 

、、～ 一一 

‘正方形にカッティング 

されたタンザナイト。 

/ 

テイフアニーが命名 

タンザニアで発見されたこの鉱物に「タンザナイト」 

という名前をつけて宣伝したのは、ニユーョークの宝石 

店であるティフア二ーだった。発表以降、宝石として人 

気を博しているタンザナイトだが、結晶の色合いを増す 

ために加熱加工してあるものも多い。なお、タンザナイ 

トの汚れを取る際、超音波装置を使用すると結晶が壊れ 

ることがあるので注意が必要だ。 

青紫色の灰れん石 

タンザナイトは、1966年にタンザニアで発見された灰れん 

石の変種で、微筆のバナジウムを含むため青紫色であらわれる。 

その生成に必要とされる条件は世界各地に見られるが、現在の 

ところ、タンザニアのレラタマ地方アルーシャから約60キロ 

メートルの所にあるメララニ宣陵のカルシウムに富む菱成碧が 

確二の産地だ。角度によって紫色、青色、灰色の多芭性を示す 

タンザナイトは、熱すると色が濃くなるが、380度を超えると 

灰色に変化してしまうのが特被。これまでに発見された最大の 

結晶は重さが122 カラットのもので、アメリカのスミソニア 

ン博物館に収蔵されている。ちなみに、タンザナイトと同じよ 

うに灰れん石の変種で、ピンク色やバラ色であらわれるものは 

「桃簾石」と呼ばれている。 
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▲長方形カットが施された 

タンザナイト。 

主な産地 

きぎ 

トファセットが刻まれた 

タンザナイト。 

タンザナイトの唯一の産 

地がある。 

▼角度を変えて見 
び み一’ 

ると、微妙に色 

合いが異なること 

がわかる。 

▼タンザナイトのなかまで、 

ピンク色の灰れん石は 

桃簾石と呼ばれる。 


